



















Revival of Tibetan Buddhist Temples in Inner Mongolia and Their Social Functions
―― With a focus on the Three Great Temples of Hure ――
Abstract：Since the 1980s, religious activities have regained momentum across China, acceler-
ating the reconstruction of key sites for such activities. In Inner Mongolia, for instance, the reviv-
al of Tibetan Buddhism has triggered restoration and reconstruction of Tibetan Buddhist temples, 
which are also being developed as cultural assets. In local regions, large-scale works of resto-
ration, extension or reconstruction of temples are being undertaken. As Tibetan Buddhist temples 
become popular tourist destinations in the region, the temples’ annual events and rituals are also 
reviving. With these trends in the background, this paper focuses on the Three Great Temples of 
Hure in the eastern part of Inner Mongolia. Tibetan Buddhism is deeply connected with the ori-
gin of the Hure Banner, and priests at Tibetan Buddhist temples gradually gained political sway 
in this region. Involved in both politics and religion, Tibetan Buddhism priests were politicians as 
well as clerics, and the Three Great Temples were their bases for exercising political and reli-
gious authority.
　This paper clarifies the factors behind the revival and current situation of the Three Great 






























ものである。筆者は 2017 年 8 月 10 ～ 13 日、2018 年３月 18 ～ 21 日、８月 18 ～ 25 日、9 月 23 ～
















、一つの県と一つの国有林場から構成されている。総人口は約 17 万 9 千人、























































寺　院　名 建造年代 ラマ僧人数 所在地 備　考
エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲド 1649 200 フレー鎮 規模が第一の寺院
エヒ廟 不明 不明 フレー鎮 エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲドに所属
スヨレ・ジョヒスト・ゲド 1670 100 フレー鎮 　
阿由齊廟 1670 不明 フレー鎮 スヨレ・ジョヒスト・ゲドに所属
マイデレ廟 1670 不明 フレー鎮 　同上
ダルハ廟 1670 不明 フレー鎮 　同上
ウイン・テングル・スム 1655 50 フレー鎮 汗王廟ともいう
十八羅漢廟 不明 不明 フレー鎮
ボヤン・バリレドーゴリッチ・ゲド 1742 53 フレー鎮
老爺廟 不明 不明 フレー鎮 ボヤン・バリレドーゴリッチ・ゲドに所属
壽因寺 康煕 120 格爾林蘇木 1922 年に改築
関帝廟 1676 不明 フレー鎮
山水神廟 光緒 2 フレー鎮
東雅爾乃廟 不明 不明 フレー鎮
西雅爾乃廟 嘉慶 20 フレー鎮
チョイジャ廟 嘉慶 不明 哈日高蘇木
ガブチュ廟 道光 35 哈日高蘇木
三世仏廟 不明 不明 哈日高蘇木
十八羅漢廟 不明 不明 額勒順鎮 規模が最小の寺院
三世仏廟 康煕 不明 フレー鎮
チョレジ廟 康煕 １ 哈日高蘇木
老爺廟 康煕 1 哈日高蘇木
チャハル廟 康煕 15 白音花蘇木 チャハル三大廟の主廟
ガルマ廟 康煕 20 白音花蘇木 チャハル三大廟の一つ
フソムト廟 康煕 15 白音花蘇木 チャハル三大廟の一つ
ソスアギ廟 康煕 15 白音花蘇木
チョレジ廟 康煕 不明 白音花蘇木
ラマゴー廟 不明 20 扣河子郷
瓦房廟 不明 不明 瓦房郷
四方廟 不明 10 余り 六家子郷
新廟 不明 不明 六家子郷 1936 年に改築
白廟子廟 不明 不明 奈林高蘇木
龍王廟 不明 不明 先進蘇木
フイス廟 1806 不明 忙漢蘇木















のような一連の運動により、内モンゴルのチベット仏教は低迷期に入った。それは 1947 ～ 1986 年
まで、約 40 年間続いた。
改革開放後、内モンゴルにおいて「全区ラマ教活動会議」が開催された。その会議で「占用したラ
マ廟を返し、宗教活動の場所を作り、ラマ廟を復興する」ことが決定した。1985 ～ 1995 年の 10 年






























エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲドでは、毎年旧暦の 1 月、4 月、6 月と 9 月に盛大な法会が























































































1989 年まで３年かけて寺院を修繕し、完成した寺院は 1989 年に公開された。この復興活動について、






























































… （2017 年 8 月　筆者撮影）… （2017 年 8 月　筆者撮影）
三大寺のかつての姿を取り戻すため、2008 年に行政が 1 億元を出し、三大寺の改修工事が始まった。
これまでに 19 カ所の建物が修繕され、18 カ所の建物が再建された。また、寺院の敷地の舗装工事を
行い、寺院の周辺は緑化された（Kürelša　2010）。三大寺は 2006 年に「全国重点文物保護単位」に、






2018 年３月の筆者の調査時には、三大寺のラマ僧の数は 67 人であった。ボヤン・バリレドーゴリッ
























住　持 1 人 寺院の総管理
ダー・ラマ 1 人 主に宗教活動の管理
ニーラブ　 1 人 倉庫管理者
オンサト　 1 人 先頭で読経するラマ僧






























ニーラブ 1 人 倉庫管理者
オンザト 1 人 先頭で読経するラマ僧
管理員 1 人













































4 月から 11 月末までを旅行シーズンとし、入場券は 1 枚 50 元で販売される。12 月から翌年の 3 月
まではシーズンオフで、入場券は販売されない。入場券販売について、ボヤン・バリレドーゴリッチ・
ゲドのダー・ラマは次のように話す。























スムの集まり 毎月 1 日と 15 日 エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲドボヤン・バリレドーゴリッチ・ゲド
イルゲル・ホロル
（祈願法会）
旧暦 12 月 30 日～
翌年１月 3 日
エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲド
オダチ・ホロル 旧暦 1 月８日 ボヤン・バリレドーゴリッチ・ゲド
イルゲル・ホロル
（祈願法会） 旧暦 1 月 15 日
エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲド
ボヤン・バリレドーゴリッチ・ゲド
ロス祭祀 旧暦 1 月 25 日 エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲド
タレバ・ホロル 旧暦 4 月１～７日 エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲド
オダチ・ホロル 旧暦 4 月 8 ～ 15 日 エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲド
マニ・ホロル 旧暦 7 月 8 ～ 15 日 エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲド
チャム踊り儀礼 旧暦 7 月 15 日 スヨレ・ジョヒスト・ゲド
ミンガンジュラ・ホロル 旧暦 10 月 25 日 エヒ・ヨゲン・バダラーゴロッチ・ゲドボヤン・バリレドーゴリッチ・ゲド
出典：2018 年 3 月の聞き取り調査により、筆者作成
三大寺では、ラマ僧たちが毎朝 8 ～ 9 時に、各寺院のソクチン・ドガンで読経を行っている。これ
を「マンジャ・ホロル」と呼んでいる。表 5 をみると、毎月スムの集まりの日以外、寺院の重要な年

























































































（2018 年 8 月　筆者撮影）
写真７　ソクチン・ドガンの中
（2018 年 8 月　筆者撮影）
写真８　演奏するラマ僧たち




































（2018 年 8 月　筆者撮影）
写真 10　ボムバ
（2018 年 8 月　筆者撮影）
写真 11　ボムバの置き場









































（2018 年 8 月　筆者撮影）
写真 13　ボムバ・シュルゴホ
（2018 年 8 月　筆者撮影）
写真 14　紙に包まれたマニ・ウリル








































































（11）ボヤン・バリレドーゴリッチ・ゲドの年配ラマ僧の 2018 年 3 月の聞き取り調査。
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